
  

 

 

 

 

 

 

伊賀上野NINJAフェスタ2017 4月 1日(土)～5月7日(日) 主に土日祝 

 桜の 4 月から初夏の 5 月ゴールデンウイークまでの土日祝、上野西部地区 周辺

市街地は、忍者衣装の観光客で賑

わいました。13 か所に開設され

た「忍者変身処」で観光客や、ち

びっ子は忍者に変身。城下町の散

策しながら、地元住民の手で開設

された、6 か所の「まちかど忍者

道場」や、日替わりイベントで楽

しみました。4 月中の観光客の出

足は鈍かったものの、5 月に入っ

てから回復、3 日～5 日は各道場

長い行列が出来るほどでした。 

 また、日替わりイベントでの、『伊賀線まつり』は上野市駅にて、駅構内での列

車の記念撮影。鉄道模型ジオラマ、車掌、運転シミュレーション体験などが開催さ

れ、多くの観光客が詰めかけました。駅前広場では、伊賀ブランド推進協議会によ

る、「フードマーケット」の出店。「みんなで忍にん体操」には『くノん』ちゃん登

場！忍者衣装のちびっ子から大人まで皆でストレッチ体操が繰り広げられました。 

 4 月 23 日には春のだんじり入れ替えに合わせた、ユネスコ無形文化遺産登録記

念『上野天神祭り春のお披露目』が駅前広場と駐車場で開催され、入れ替えのだん

じり 6 基が横一列に並べられ、お囃子演奏。徳居町出陣式、鬼行列、七福神がだん

じりの周りを、

練り歩くイベ

ントが開催さ

れ、紅白餅の振

る舞いもあり、

祭町をはじめ

多くの住民や

見物客で賑わ

いました。 
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伊賀市消防団 辞令交付 初任者訓練 

4月 16日(日)平成29年度 伊賀市消防団 辞令交付式 初任者訓練が、伊賀市消防

本部(伊賀市緑が丘東町920番地)で開

催されました。伊賀市消防団は1団10

分団 39 部 1,470 名により構成されて

います。上野地区を担当する、上野中

分団は樽井分団長、本村、福森、北川

副分団長以下 121 名で、第 2部 20 名

が、上野西部地区の担当です。今回、

中分団第2部では部長に消防団歴8年

の木村直史さん(上野向島町）が担当 

新団員 井上量太郎さん(上野西町) 

神戸宏規さん(上野西町)が初任者辞令を受け

ました。交付式に引き続き、新消防団員 81 名

が、初任者訓練を受講。講義の後、先輩団員に

よる整然とした模範訓練見学の後、消防本部新

庁舎横の屋外に整列、個々の動作確認から、団

体訓練を実施、ポンプ操法訓練が行われました。

今後の訓練は 6 月 4 日指導者訓練、7 月 23 日

夏季訓練が西小学校で開催されます。 

スポーツ推進委員 

スポーツ基本法に基づき、スポーツ推進となる、市 企画のスポーツ事業への協力、 

地域のスポーツ実技の指導・助言を行う委員で、今年4月から2年間担当されます。 

上野西部地区は 増岡喜子さん 山村高士さん 多気田 雅夫さん 稲岡 豊さん 

上山 素生さんです。よろしくお願いします。 

 

上野西部地区住民自治協議会 生活 環境保全 部会 

 5月2日(火)生活環境保全部会メンバーが

西部公民館の花壇の手入れを行いました。 

同部会は毎月第一火曜日に定例会議を開催、

生活排水の浄化や肥料として活用できる、 

マイエンザ(えひめ AI）の普及活動に取り

組んでいます。当日も会議でマイエンザの

培養計画や活動について協議の後、花壇の

清掃、手入れを行いました。 



全国山・鉾・屋台保存連合会 「南砺市城端大会」 

  5 月 4 日(木) 5 日(金) 『城端曳山祭』開催で賑わう富山県南砺市城端(なんと

し じょうはな)にて『全国山・

鉾・屋台保存会連合会総会』が

開催されました。全国から登録

を受けた団体から約450名の会

員が集結。上野文化美術保存会

からは八尾会長以下4名が出席

しました。総会の開催に先立ち

ユネスコ無形文化遺産登録認定

書の伝達式が行われ、宮田亮平

文化庁長官から全国 33 件の

山・鉾・屋台行事の保存会などの代表者に認定書が手渡され、満場の拍手となりま

した。八尾会長は25番目に授与を

受けました。続いて、平成29年度

全国山・鉾・屋台保存連合会総会が

行われ、主催者、富山県知事、文化

庁、植木行宣連合会顧問、田中南砺

市長と城端曳山祭保存会の大西正

隆会長挨拶が行われ、報告事項や議

事の審議は、とどこうりなく進めら

れ、最後に平成30年度総会を埼玉

県秩父市での開催を承認し、散会と 

.なりました。また、祭屋台等製作修

理技術者研修会では、富山大学芸術文

化学部の林暁教授による｢祭り山・

鉾・屋台～城端曳山祭りにおける修理

事業～」城端蒔絵塗師、小原好喬氏に

よる｢城端曳山保存修理事業～漆工｣

を講演されました。また城端神明宮の

見学や交流会、夜は城端曳山祭宵祭の

｢飾り山宿｣や曳山会館前で行われた

獅子舞や浦安の舞、城端賛歌、庵唄保

存会による庵唄を雅な庵屋台と共に

鑑賞。翌朝は本祭を晴天の下、神輿に

獅子舞、釼鉾、傘鉾や四神旗、庵屋台

や曳山が随行する祭を堪能しました。 
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